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聖霊降臨節第 15 主日／聖餐式     No. 36 
 

主日礼拝    

 

前奏 
 

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 

しかし、すべてのものは光にさらされて、明らかにされ

ます。明らかにされるものはみな、光となるのです。 

それで、こう言われています。 

「眠りについている者、起きよ。 

死者の中から立ち上がれ。 

そうすれば、キリストはあなたを照らされる。」  

（エフェソの信徒への手紙 5:13,14） 
 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 
 
 
 

使徒信条 

我
われ

は天地
てんち

の造
つく

り主
ぬし

、全能
ぜんのう

の父
ちち

なる神
かみ

を信
しん

ず。 

我
われ

はその独
ひと

り子
ご

、我
われ

らの主
しゅ

イエス・キリストを信
しん

ず。

主
しゅ

は聖霊
せいれい

によりてやどり、処女
おとめ

マリヤより生
う

まれ、

ポンテオ・ピラトのもとに苦
くる

しみを受
う

け、十字架
じゅうじか

に

つけられ、死
し

にて葬
ほうむ

られ、陰府
よ み

にくだり、三日目
みっかめ

に

死人
しにん

のうちよりよみがへり、天
てん

に昇り
のぼ

、全能
ぜんのう

の父
ちち

な

る神
かみ

の右
みぎ

に坐
ざ

したまへり、かしこより来
き

たりて、生
い

ける者
もの

と死
し

ねる者
もの

とを審
さば

きたまはん。 

我
われ

は聖霊
せいれい

を信
しん

ず、聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教会
きょうかい

、聖徒
せいと

の交
まじ

は

り、罪
つみ

の赦
ゆる

し、身体
からだ

のよみがえり、永遠
とこしえ

の命
いのち

を信
しん

ず。

アーメン 

 

祈祷 

 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 

 

主の祈り 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
きた

らせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を、今
きょ

日
う

も与
あた

えたまえ。 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく、 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。 

我
われ

らをこころみにあわせず、 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。 

国
くに

とちからと栄
さか

えとは限
かぎ

りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 ヨハネによる福音書 8: 12～20 
               新約（新共同訳）P181 

 

イエスは再び言われた。「わたしは世の光である。

わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持

つ。」それで、ファリサイ派の人々が言った。「あ

なたは自分について証しをしている。その証しは真

実ではない。」イエスは答えて言われた。「たとえ

わたしが自分について証しをするとしても、その証

しは真実である。自分がどこから来たのか、そして

どこへ行くのか、わたしは知っているからだ。しか

し、あなたたちは、わたしがどこから来てどこへ行

くのか、知らない。あなたたちは肉に従って裁くが、

わたしはだれをも裁かない。しかし、もしわたしが

裁くとすれば、わたしの裁きは真実である。なぜな

らわたしはひとりではなく、わたしをお遣わしにな

った父と共にいるからである。あなたたちの律法に

は、二人が行う証しは真実であると書いてある。わ

たしは自分について証しをしており、わたしをお遣

わしになった父もわたしについて証しをしてくだ

さる。」彼らが「あなたの父はどこにいるのか」と

言うと、イエスはお答えになった。「あなたたちは、

わたしもわたしの父も知らない。もし、わたしを知

っていたら、わたしの父をも知るはずだ。」イエス

は神殿の境内で教えておられたとき、宝物殿の近く

でこれらのことを話された。しかし、だれもイエス

を捕らえなかった。イエスの時がまだ来ていなかっ

たからである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



賛美 503「ひかりにいます主」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教「世の光、命の光」 

 

聖餐式 牧師のみ 

 

賛美 509「光の子になるため」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

         助 餐 要田 悟史（準備・片付け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


